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NAPs【ナップ】

Network Access Points（ネットワークアクセスポイント）の

略。NSFnet（全米科学財団ネットワーク）はいままでのバック

ボーンサービスを停止し、新たにvBNS（veryhigh-speed

Backbone Network Service）というサービスを提供し始めている

が、このvBNSとの接続ポイントとして計画されたもの。NAPsで

はvBNSとの接続のほかに、プロバイダー間のトラフィック交換も

行うことから一種のネットワークシステムになっている。NAPsは

当初、カリフォルニア、シカゴ、ニューヨークに設置され、その

後、全米各地に展開される予定である。プロバイダーが各自のネ

ットワークとユーザーとをつなぐために各地に設置している接続ポ

イントはローカルアクセスポイント（local access point）と呼び、

NAPsとは異なる。

URL【ユーアールエル】

Uniform Resource Locatorの略。リソースの場所を統

一的に示す記述方式のこと。URLによって、ネットワー

クのどこにどのような方法でアクセスすればよいかが、簡

単にわかるようになっている。UR L アドレスが

ftp://info.impress.co.jp/ internet/terminologyであれば、

ツールはFTPを使い、info.impress.co.jpのホストにアク

セスして、そこでinternetというディレクトリを探し、つ

ぎにそのサブディレクトリのterminologyを探せばよいこ

とがわかる。コロン（：）より前がアクセス方法を、コロ

ンより後が目的の場所を示している（図参照）。通常は//

と/の間にホスト名（またはサイト名）を示す。アクセス

方法の1つであるhttpはhyper text transfer protocol（ハ

イパーテキスト転送プロトコル）を示しており、ファイル

がハイパーテキストマークアップ言語によって作成されて

いることを表している。このホストにアクセスするには、ネ

ットスケープナビゲーターなどのWWWクライアントを使

う。ほとんどのクライアントは、URLを入力するだけで自

動的に目的のホストにアクセスし、指定した方法でファイ

ルを取得するので、操作に苦労することはない。

インターネット用語解説：04 金森 國臣

リソース【resource】

コンピュータシステムやネットワークシステムの構

成要素（資源）のことをいい、ソフトウェア、ハー

ドウェアを問わない。プログラムもデータもサーバー

もすべてリソースの一部になる。
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WWWサーバーにアクセスする 

Gopherサーバーにアクセスする 

FTPサーバーにアクセスする 

telnetで遠隔ホストにログインする 

ネットニュースを見る 

WAISサーバーにアクセスする 

電子メールを出す 

 

 

 

例）インプレスのWWWサーバーを見る場合に指定するURL

アクセス方法として

利用できるもの
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プロバイダー【provider】

ネットワークサービスプロバイダー（Network Service

Provider；NSP）のことを日本では単にプロバイダーと呼ぶ

ことがある。NSPとは、営利・非営利を問わずネットワーク

間の相互接続、トラフィック交換、アクセスポイントの提供

など、インターネットにかぎらずネットワークに関連するサー

ビスを総合的に提供する機関をいう。しかし、インターネッ

トの商用化が進むにしたがい、接続ポイントを1か所しか提

供していない「プロバイダー」も現れ始めた。その提供する

おもなサービスがインターネットへの接続であることから、小

規模なプロバイダーも含めて、現在ではインターネットサー

ビスプロバイダー（Internet Service Provider；ISP）と呼

ぶこともある。

地域ネットワーク【regional network】

中規模ネットワーク（mid-level network）のこと。末端

のネットワーク（stub network）とバックボーンネットワー

クまたは広域ネットワークとの間にあってトラフィック交換

を行うことから、トランジットネットワーク（transit

network）と呼ばれることもある。たとえば、米国には

CERFnet（サーフネット： California Education and

Research Federation Network；カリフォルニア州教育研

究連盟ネットワーク）という地域ネットワークがあり、こ

こではT1、T3の高速大容量の専用線を提供し、約300の

教育研究機関を相互に接続している。活動が地域に限定

されたBBSを地域ネットワークと呼ぶこともあるが、イン

ターネットへの接続を前提に運営されていないこと、また

バックボーンネットワークへの接続サービスを提供していな

いことなどから、別のネットワークサービスであると考えら

れる。

今月は、前号までフォローしていなかった用語を解説しました。ご意見をお待ちしています。

E-mail to： ip-term@impress.co.jp

マルチキャスト【multicast】

指定された複数のノードに対して送信されるパケットのこと。同じようにブロード

キャスト（broadcast）も1対多の通信であるが、こちらは不特定多数のノードに

対して送信されるパケットをいう。マルチキャストは、受信先でさらにマルチキャス

トを行えば、ねずみ算式に受信先が増え、ブロードキャストと同じ効果が得られる。

電子メールのような1対1の通信の場合はユニキャスト（unicast）と呼ぶ。ニュー

スグループやメーリングリストでも複数の登録メンバーに情報を提供していることか

ら混同されやすいが、マルチキャストではIPレベルで送信先を指定しており、この

点で異なる（最近ではアプリケーションレベルでの複数通信もマルチキャストに含む

との見解があるようだ。ご意見をお待ちしています）。

MBone【エムボーン】

Multicast Backbone（マルチキャストバックボーン）

の略。インターネット上で音声と動画を特定の複数の

宛先にリアルタイムで送信するための仕組み。MBone

というバックボーンが存在しているわけではなく、既存

のネットワークを利用することから仮想的なバックボー

ンであると言われる。しかし、音声と動画のマルチキャ

ストをサポートするには、高速大容量の通信回線が必要

であること、高性能のワークステーションを使ったルー

ターを用意しなければならないことなどから、まったく

仮想ということではない。インターネットでテレビ中継

をライブで行うための仕組みであるとも言え、実際にコ

ンサートや国際会議の中継などに利用され始めている。

ノード【node】

ホストと読みかえても差し支えないが、本来はネットワーク上に

接続されているアドレス指定可能なデバイスをいい、ルーターなども

含まれる。この場合のデバイスをエンティティーということもある。
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